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尾浦第一サロンで

　　　　たくさんの笑顔



　

平
成
23
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
や
平
成

24
年
7
月
の
九
州
北
部
豪
雨
水
害
な
ど
、
近

年
、
大
規
模
な
災
害
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

地
震
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
し
、

遠
賀
川
流
域
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ
て
、
水

害
は
、
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
、
水
害
が
発
生
す
る
と
、
ど
ん
な
こ

と
に
困
る
で
し
ょ
う
か
。
家
に
入
っ
て
き
た

泥
水
で
畳
が
濡
れ
た
り
、
玄
関
や
部
屋
が
汚

れ
た
り
、
住
め
な
く
な
っ
て
し
ま
い
避
難
所
で

生
活
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
時
に
、
頼
り
に
な
る
の
が
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
で
す
。
何
か
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
市
外
、
県
外
か
ら
被
災
地
に

駆
け
つ
け
、
復
興
支
援
の
大
き
な
力
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
た
ち
と
被
災
さ
れ

た
方
た
ち
を
つ
な
ぐ
役
割
を
担
う
の
が
、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
も
し
嘉
麻
市
で

大
規
模
災
害
が
起
こ
っ
た
ら
、
行
政
か
ら
の
要

請
を
受
け
、
本
会
が
嘉
麻
市
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
被
災
さ
れ
た
方
の
困
り
ご
と

を
少
し
で
も
早
く
解
決
で
き
る
よ
う
な
セ
ン

タ
ー
を
目
指
し
て
、
水
害
を
想
定
し
た
訓
練

を
３
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

2「 え が お 」

嘉麻市に大規模災害が起こったら、、、

　

今
年
は
、
大
雨
水
害
、
床
上
床

下
浸
水
３
０
０
世
帯
を
想
定
し
、

セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
運
営
訓
練
を

４
月
20
日
（
土
）
に
実
施
し
ま
し

た
。
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
の
理
解
が
深
ま
れ
ば
と
、
職
員

だ
け
で
な
く
、
か
ま
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
、
福
祉
推
進
員
、
嘉
穂
総
合
高

校
大
隈
城
山
校
に
協
力
を
求
め
、

総
勢
44
名
で
、
総
務
班
、
ニ
ー
ズ

班
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付
班
、
マ
ッ

チ
ン
グ
班
、
炊
き
出
し
班
に
分
か

れ
ま
し
た
。

　

家
に
泥
水
が
入
り
、
住
め
な
く

て
困
っ
て
い
る
被
災
者
か
ら
相
談

を
受
け
た
り
、
市
外

か
ら
駆
け
つ
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
付

を
し
た
り
と
い
ろ
い

ろ
な
場
面
を
想
定
し
、

そ
の
対
応
を
班
ご
と

に
考
え
ま
し
た
。
ま

た
、
同
時
に
避
難
所

で
の
食
事
提
供
を
想

定
し
、
炊
き
出
し
班

に
は
、
豚
汁
と
お
に

ぎ
り
を
用
意
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
昼
食
後
に
は
、
班

ご
と
に
訓
練
で
の
気
づ
き
を
発
表

し
ま
し
た
。「
被
災
者
か
ら
の
相
談

に
対
応
で
き
な
い
場
合
に
悩
ん
だ
」

や
「
家
に
泥
水
が
入
っ
て
い
る
な

ら
、
早
く
何
と
か
し
て
あ
げ
た
い
」

と
い
う
意
見
が
出
る
な
ど
、
被
災

者
の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
た
訓
練
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
訓
練
で
気
づ
い

た
こ
と
を
、
実
際
の
セ
ン
タ
ー
運

営
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
さ
ら
に
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。



3 「 え が お 」

　
稲
築
地
区
に
あ
る
沖
出
古

墳
の
一
般
公
開
が
4
月
13
日
、

14
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

  

西
岩
崎
在
住
の
古
賀
照
雄
さ

ん
（
80
歳
）
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
い
し
く
し
ろ
」

の
仲
間
と
と
も
に
、
こ
の
一

初
盆
世
帯
へ
の

供
物
購
入
仕
様
書
配
布

　
本
会
は
、
香
典
返
し
の
ご
寄
附
を

い
た
だ
い
た
世
帯
が
初
盆
を
さ
れ
る

際
に
、
毎
年
心
ば
か
り
の
供
物
を
お

届
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
供
物
の
購
入
業
者
を
決

め
る
た
め
の
入
札
を
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
仕
様
書
を
左
記
の
と
お
り
配

布
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

記

《
参
加
資
格
》

指
定
し
た
供
物
商
品
を
納
品
で
き
る

業
者
（
市
内
・
市
外
を
問
わ
ず
）

《
配
布
期
間
》

平
成
25
年
６
月
17
日（
月
）～
21
日（
金
）

受
付
時
間
は
、
８
時
30
分
～
17
時
ま
で

《
配
布
場
所
》

社
会
福
祉
法
人

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

嘉
麻
市
岩
崎
１
１
４
３
番
地
３ 

　
　

稲
築
住
民
セ
ン
タ
ー
内

☎
０
９
４
８–

４
２–

０
７
５
１

《
そ
の
他
》

仕
様
書
の
受
領
に
際
し
て
は
、
会
社
所

在
地
、
商
号
・
名
称
、
代
表
者
名
を
受

領
書
に
記
入
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
代
理
の
方
が
受
領
さ
れ
る
場
合
は
、

代
理
の
方
の
印
鑑
も
必
要
で
す
。

般
公
開
の
際
に
、
来
場
者
に

そ
の
歴
史
を
伝
え
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
古
賀
さ
ん
に
こ

の
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
き
っ
か
け
や
思
い
を

伺
い
ま
し
た
。

　
市
外
の
企
業
で
働
い
て
い

た
古
賀
さ
ん
は
、
地
域
の
人

た
ち
と
の
つ
な
が
り
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

の
た
め
、
定
年
退
職
を
機
に

何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
関
わ
り
を
持
ち
た
い

と
思
い
、
以
前
か
ら
興
味
の

あ
っ
た
書
道
な
ど
の
趣
味
の

活
動
を
始
め
る
と
同
時
に
、

古
文
書
を
読
む
会
に
入
会
し

ま
し
た
。

　
同
会
で
史
料
館
の
管
理
や
、

史
跡
巡
り
な
ど
を
通
し
た
子

ど
も
の
学
習
支
援
活
動
に
も

携
わ
る
中
で
、
自
分
の
知
ら

な
い
歴
史
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
に
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　
特
に
沖
出
古
墳
は
、
ど
の

よ
う
な
人
物
の
墓
な
の
か
、

な
ぜ
こ
の
場
所
に
造
ら
れ
た

の
か
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
分
か
っ

て
い
な
い
こ
と
が
多
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
も
っ
と
そ
の
歴

史
を
知
り
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
5

年
前
に
沖
出
古
墳
の
ガ
イ
ド

や
勾ま

が

玉
づ
く
り
な
ど
の
体
験

活
動
を
行
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
い
し
く
し

ろ
」
に
入
会
し
ま
し
た
。

　
同
グ
ル
ー
プ
で
は
仲
間
と

情
報
を
交
換
し
た
り
、
書
物

を
読
ん
だ
り
し
て
知
り
得
た

こ
と
を
、
一
般
公
開
の
際
に

来
場
者
に
わ
か
り
や
す
く
説
明

し
て
き
ま
し
た
。

　
2
年
前
に
は
大
病
を
患
い
、

以
前
の
よ
う
に
様
々
な
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ

た
そ
う
で
す
が
、
他
の
趣
味
の

時
間
は
削
っ
て
も
こ
の
沖
出
古

墳
に
は
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
、

今
で
も
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
と
共

に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
古
賀
さ
ん
に
と
っ
て
、
沖
出

古
墳
に
関
わ
り
、学
び
続
け
て
、

そ
の
歴
史
を
た
く
さ
ん
の
人
に

伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
元
気
の
源
に
な
っ
て
い
る

そ
う
で
す
。

「歴史を学び続けたい」

シリーズ人

NO.19

古賀 照雄さん

来場者に説明する古賀さん



4「 え が お 」

最近えがお に
なった出来事を
教えてください！

　ゴールデンウィークに
初めて動物園に行ってき
ました。天基は、大好き
な動物をじーっと見つめ
て、とても楽しそうでした。
　ハイハイで今日も元気
に前進！いっぱい食べて
大きくなぁーれ♡

　最近、１歳の妹に「お
いで！」と両手を広げる
と、妹も両手を広げて抱
きついてきます。その姿
がとっても可愛いです♡
　やっと１人で抱っこで
きる、お兄ちゃんになっ
たよ★

　親戚のお兄ちゃんが、
買い物に連れて行ってく
れました。すっごく可愛
いお洋服を買ってくれて、
とても嬉しかったです。
　大好きなお兄ちゃんと、
今度はサファリパークに
行きたいな♡

　最近、言葉がよく出る
ようになり、可愛さが増
してきました。「パパー」
と言ってかけ寄る姿を見
ると、「仕事頑張るぞ！」
と意欲がわきます。
　いつも可愛い笑顔をあ
りがとう！！

　毎日、たくさん笑うこ
とを心がけています。い
つも友達と集まったとき
は、みんなでお茶をしな
がら笑顔になっています。
　笑顔は元気の源ですね。
今日もたくさん笑って、
楽しい一日を過ごします。

　5 月 11 日、12 日 開 催
の、 第 2 回「 青 空 フ ェ ス
タ」。昨年より 8 団体増え、
24 団体が参加することにな
り、とても嬉しく思います。
　障がいのあるなしに拘ら
ず、交流を通して、まちづ
くりに少しでもお役にたて
ればと思います。

　この間、バスケットボー
ルの地区予選大会で県大
会出場が決まり、次の日に
一日休みをもらいました。
久 々 の 休 み だ っ た の で、
すっごく嬉しかったです！！
　県大会で BEST4
　　　　　になるぞ！

徳丸真由美さん 天
て ん き

基くん

林歩
ほ づ み

積くん

灰本修
し ゅ い

惟ちゃん中野浩司さん  陽
は る ま

眞くん

長松ミヤコ さん

吉田隼人さん 安増裕希さん

☆最近えがおになった出来事について、8 名の方にインタビューしました☆

梅野巖
い わ お

夫 さん

子
育
て
情
報
が
満
載
♪

「
こ
ど
も
目
線
か
ま
っ
ぴ

　
　
　
　
No. 

14
～
夏
号
～
」

　
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
１
日
、
第
14
号
と
な
る
子
育
て

情
報
紙
「
こ
ど
も
目
線
か
ま
っ
ぴ
」
を

発
行
し
ま
し
た
。
夏
号
と
い
う
こ
と
で
、

う
っ
と
お
し
い
梅
雨
時
や
体
力
を
奪
う

猛
暑
時
期
を
、
子
ど
も
と
楽
し
く
安
心

し
て
過
ご
せ
る
、
い
ろ
ん
な
ア
イ
デ
ィ

ア
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
お
父
さ
ん
の
目
線
で
子
育
て

の
ポ
イ
ン
ト
等
を
紹
介
し
て
い
る
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
情
報
紙
は
、
市
内
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
や
図
書
館
、
碓
井
千
歳
会

館
、
山
田
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス
等
に
置
い

て
あ
る
ほ
か
、
社
協
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
こ
ん
な
記
事
が
あ
っ
た
ら
い
い
な

等
、
こ
の
情
報
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見

や
ご
感
想
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
お
問
い
合
わ
せ
先
》

　
嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
０
９
４
８-

４
２-

０
７
５
１
　
　

　M
a
il

：tiik
i@
k
a
m
a
.s
ya
k
yo
.jp



5 「 え が お 」

　嘉麻市社会福祉協議会では、夏場に必要となる
支援物資を募集し、NPO法人北九州ホームレス支
援機構を通じてホームレスに届けます。
　衛生面や害虫への対策が必要となる夏場は、特
に下記の物資が必要とされていま

すので、市民の皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

○募集物資　薄手の長袖シャツ（ワイシャツ可）・Tシャツ・
　　　　　　肌着（半そで）・靴下・T字かみそり
※T字かみそりについては、未使用のものに限ります。また、
シャツや肌着、靴下については、必ず洗濯をしてお寄せください。
○募集期間　　平成 25年 6月 3日（月）～７月 19日（金）
　　　　　　　※土日を除く、午前 8時 30分～午後 5時まで
○物資の受け入れ先　嘉麻市社会福祉協議会（稲築住民センター内）
　　　　　　　　　　嘉麻市岩崎 1143番地 3（嘉麻市稲築庁舎隣）

　
「
広
報
紙
え
が
お
」
を
読
ん
で
、
次
の
ク
イ
ズ

に
お
答
え
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

２
名
の
方
に
図
書
券
（
千
円
分
）
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

？
？
？  

問　
　

題  

？
？
？

　

３
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
、
嘉
麻
市
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
訓
練
は
、

ど
ん
な
災
害
を
想
定
し
て
実
施
し
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。

（
１
） 

震
災 　
（
２
） 

水
害 　
（
３
） 

火
災

●
応
募
方
法

　

①
ク
イ
ズ
の
答
え
、
②
広
報
紙
の
感
想
、

　

③
郵
便
番
号
・
住
所
、
④
氏
名
、
⑤
年
齢
、

　

⑥
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、
６
月
30
日

　
（
必
着
）
ま
で
に
ハ
ガ
キ
、ま
た
は
E
メ
ー

　

ル
に
て
ご
応
募
下
さ
い
。

●
送
付
先　

〒
８
２
０–

０
２
０
５

　

嘉
麻
市
岩
崎
１
１
４
３
番
地
３

　

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

E-m
ail:tiiki@

kam
a.syakyo.com

●
前
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え　
（
１
）

　

樋
渡
行
政
区
地
域
福
祉
部
が
春
休
み
に
取

　

り
組
ん
だ
小
学
生
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

　

と
し
た
活
動
は
、
学
習
会
で
し
た
。

応
募
の
あ
っ
た
方
か
ら
社
協
だ
よ
り
の
感
想

を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

・ 

子
ど
も
の
頃
、
地
域
で
学
習
を
し
て
過
ご
し

　
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
地
域
で
広
が
る
と

　
い
い
で
す
ね
！

・ 

「
炭
鉱
の
記
憶
」
で
、
今
現
在
も
残
っ
た
ボ

　
タ
山
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

※
当
選
者
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 ○ 6 月 19 日（水）○
　 10 時～ 12 時
 ♪ スクラップ
　　　ブッキング♪

のり、はさみ、お気に入りの写
真 5 ～ 6 枚をお持ちください。

○ 7 月 17 日（水）○
10 時 30 分～ 12 時

♪食事について学ぼう♪
※場所はいずれも、
　　　　　碓井千歳会館です。

○ 6 月 13 日（木）○
場所：山田ふれあい

ハウス

○ 7 月 11 日（木）○
場所：寄ってこハウス

時間はいずれも
13 時～ 15 時です。

○ 6 月 27 日（木）○
場所：寄ってこハウス

○ 7 月 25 日（木）○
場所：寄ってこハウス

時間はいずれも
13 時～ 15 時です。

今月のご案内

おしゃ
べり

サロン

在宅介
護者

の集い

ひきこ
もり

家族の
集い

平成25年度

社協会員募集

夏の支援物資を
募集します

　本会の各事業は、市民のみなさまをはじめ、
福祉団体、地域の企業などから寄せていただい
た会員会費などを財源として実施しています。
本年度も、より充実した活動を展開

してまいりますので、本会の活動にご理解いただき、会員へ
の加入にご協力くださいますようお願いいたします。

　会員の種類　　個人会員　　　　１口１, ０００円
　　　　　　　　法人・団体　　　１口１, ０００円

入会方法
１．社協窓口にお越しいただける方・・・窓口で入会申込書をご記入いた
　　だき、今年度分の会費をお支払いいただきます。
２．集金をご希望される方・・・社協までご連絡ください。地区によって
　　集金方法が違いますので、ご案内いたします。
３．市外の方・・・氏名、住所、連絡先を記入の上、現金書留もしくは郵
　　便小為替で本会まで郵送ください。（その他の送金方法をご希望の方
　　は、下記までご連絡ください。）

平成２４年度にご協力いただいた会員会費は、１，７１３，０００円でした。
みなさまの善意、本当にありがとうございます。

問い合わせ　社会福祉法人　嘉麻市社会福祉協議会
　　　　　　☎０９４８-４２- ０７５１
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7 月 20 日（土）～ 8 月 31 日（土）（ただし日曜日は除く）
※ 9：00 ～ 17：00 の間で活動可能な時間帯で構い
ません。
嘉麻北日中一時支援事業所

（鴨生 339  嘉穂特別支援
学校横）
嘉麻南日中一時支援事業所

（上山田 502 ‐ 6 
山田ふれあいハウス内）
障がいのある子どもたちの
遊び相手、宿題の補助など
定員なし
動きやすい服装や時間帯によってはお弁当、飲み物を
ご準備ください。

6 月 23 日（日）
７月 28 日（日）
午前 9 時～ 10 時
稲築公園（拡張部）

（岩崎 1096）
各 5 名程度　
花の水やりや草取り、
花の苗植え等

市民活動センター情報
かま ボランティア

　稲築志耕館高校では、1 年生の授業の一環で、ボランティア活動を体験することになっています。その活動を

本会がお手伝いすることになり、5 月 9 日の事前学習の授業にお邪魔しました。

　まず 5 時間目の授業で、木山事務局長が、「ボランティア活動の意義」をテー

マに、ボランティア活動の原則や様々な分野でのボランティア活動について話

をしました。ボランティア活動はやることが目的ではなく、思いやりの気持ち

を伝える手段であることやその気持ちが広まり、ボランティア活動という言葉

がなくなることが理想であることを伝えました。

　6 時間目の授業は、教室に戻り、その思いやりをどう表現したらそれがボランティア活動につながるのかにつ

いて、グループに分かれて考えました。ボランティアという言葉は知っていても、いざ考えてみると難しいようで、

なかなかまとまらずに悩んでいる様子でした。でも、わからないことを質問し

たり、資料を読み直したりしながら、熱心にボランティア活動について考えて

いました。

　これから、それぞれのグループが考えた思いやりの気持ちを何らかの形に表

せるように調整を進めていきますので、その実践の様子については、またこの

紙面でお伝えできたらと思います。

日　　時

日　　時

場　　所

場　　所

募集人数

募集人数

備　　考

内　　容 内　　容

ボランティア活動への一歩に

������������������
�お問い合わせ・お申し込み先�
かまボランティア・市民活動センター

　☎０９４８- ４２- ０７５１
������������������

� ボランティア 募集情報 �

　ボランティアグループ「元気に花
咲かせ隊」では、稲築公園の花壇を
維持管理する活動にご参加いただけ
る方を募集しています。

　本会が実施する障がい児日中一時支援事業で、子どもたちと一緒
に遊んでいただける方を募集しています。

夏休み期間中のボランティア夏休み期間中のボランティア 公園の花壇づくりのサポート公園の花壇づくりのサポート
～元気に花咲かせ隊～

♧交流会を実施します♧

7 月 27 日（土）

 17：00 〜 19：00

嘉麻南事業所で夏休

み交流会を行います。

レクリエーション等

のお手伝いをしてい

ただければ幸いです。
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【
著
者
】
１
９
８
６
年
か
ら
不
登
校
児
童
・

生
徒
、
高
校
中
退
し
た
若
者
の
居
場
所
づ

く
り
に
か
か
わ
る
。
１
９
９
１
年
、
川
崎

市
に
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば
を
開
設

し
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
の
若
者
と
さ

ま
ざ
ま
な
障
が
い
が
あ
る
人
た
ち
と
と
も

に
地
域
で
育
ち
あ
う
場
づ
く
り
を
続
け
、

２
０
０
３
年
７
月
に
は
、
川
崎
市
の
委
託

を
受
け
て
、
公
設
民
営
の
不
登
校
児
童
・

生
徒
の
居
場
所「
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
え
ん
」

を
開
設
し
、
そ
の
代
表
を
務
め
る
。

　

６
月
１
日
、
今
か
ら
48
年
前
の
こ
の
日

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
山
野
炭
鉱
ガ
ス
爆
発

事
故
の
日
で
す
。

　

事
故
の
こ
と
を
お
話
し
て
く
だ
さ
る
方

を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
佐
藤
信
夫
さ
ん

（
鴨
生
）
が
事
故
発
生
時
の
様
子
を
教
え
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

当
時
佐
藤
さ
ん
は
、
高
校
２
年
生
で
、

学
校
か
ら
中
間
試
験
を
終
え
て
帰
っ
て
き

た
時
で
し
た
。
13
時
頃
、
外
に
黒
煙
が
ど

ん
ど
ん
立
ち
上
り
、
何
が
あ
っ
た
ん
だ
ろ

う
と
嫌
な
予
感
が
し
た
そ
う
で
す
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
下
駄
を
履
い
て
手
に
か
っ

ぽ
う
ぎ
を
持
っ
た
女
性
が
山
野
炭
鉱
の
会

社
に
向
か
っ
て
何
十
人
も
走
っ
て
い
き
ま

し
た
。
た
だ
事
で
は
な
い
と
感
じ
た
佐
藤

さ
ん
も
そ
れ
に
つ
い
て
い
き
ま
し
た
。
敷

地
内
で
は
、
多
く
の
人
が
右
往
左
往
し
て

い
る
状
態
で
、「
事
故
が
発
生
し
た
」
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
30
分
ぐ
ら

い
た
つ
と
、「
爆
発
事
故
ら
し
い
」
と
い
う

声
に
変
わ
り
ま
し
た
。
後
か
ら
、
何
台
も
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
で
、
異
変
に
気
づ
い
て

か
け
つ
け
た
人
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

間
も
な
く
竪
坑
櫓

や
ぐ
ら

付
近
に
は
大
勢
の
人

が
集
ま
り
だ
し
、
全
員
が
、
自
分
の
家
族

や
友
人
は
無
事
な
の
か
と
、
祈
る
気
持
ち

で
昇
抗
を
待
ち
ま
し
た
。
か
な
り
の
時
間

が
経
ち
、
や
っ
と
係
の
職
員
が
タ
ン
カ
を

か
か
え
て
坑
口
か
ら
出
て
き
ま
す
が
、
遺

体
に
は
毛
布
が
か
け
ら
れ
て
い
て
、
自
分

の
家
族
か
確
か
め
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ど

う
に
か
知
り
た
い
と
必
死
で
し
た
。
赤

ち
ゃ
ん
を
背
負
っ
て
家
か
ら
出
て
き
た
女

性
も
い
て
、
悲
鳴
や
わ
め
き
声
も
響
い
て

い
ま
し
た
。
左
の
写
真
は
そ
の
時
の
様
子

で
、
大
勢
の
人
が
坑
口
付
近
に
ず
ら
っ
と

並
ん
で
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、
事
故
の
日
の
こ
と
が
脳

裏
に
焼
き
付
い
て
い
て
、
ふ
と
思
い
出
す

こ
と
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。
時
間
の
経
過

と
と
も
に
、
当
時
従
事
さ
れ
て
い
た
方
や

遺
族
の
方
も
高
齢
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
事
故
の
こ
と
に
限
ら
ず
、
重
労

働
で
あ
っ
た
炭
鉱
の
こ
と
、
苦
し
い
仕
事

に
従
事
さ
れ
た
人
々
の
こ
と
、
そ
の
炭
鉱

が
あ
っ
て
今
の
嘉
麻
市
が
あ
る
こ
と
を
、

い
つ
ま
で
も
忘
れ
ら
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
佐
藤
さ
ん
は
願
っ
て
い
ま
す
。

　

 

炭
鉱
時
代
の
懐
か
し
い
写
真
や
思
い
出
な
ど
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

 

嘉
麻
市
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
℡
０
９
４
８

−

42

−

０
７
５
１
）

炭ヤ

マ鉱
の

記
憶

No.75

【
内
容
】

　

ひ
き
こ
も
り
支
援
者
講
演
会
で
著
者
の

話
を
聞
き
、
持
っ
て
い
た
価
値
観
を
覆
さ

れ
る
ほ
ど
の
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
著
者
の
書
い
た
本
を
是
非
読
ん
で
み

た
い
と
思
っ
て
探
し
た
一
冊
で
す
。

　

ア
パ
ー
ト
の
一
室
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

「
た
ま
り
ば
」
と
い
う
居
場
所
で
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
た
若
者
と
過
ご
し
た
15
年

間
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
由
に
過
ご
す

居
場
所
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
著
者

か
ら
は
、「
失
敗
の
中
に
い
ろ
い
ろ
な
気

づ
き
が
あ
る
。
い
っ
ぱ
い
失
敗
し
て
生
き

て
い
け
ば
い
い
。
生
き
て
い
る
こ
と
が
す

ご
い
ん
だ
」
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
肯
定
感
が
低
い
子
ど
も
が

増
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の
背
景

に
は
、
自
分
の
尺
度
で
し
か
も
の
を
見
た

り
考
え
た
り
で
き
な
い
教
育
関
係
者
や
、

ひ
と
の
痛
み
を
感
じ
と
り
受
け
止
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
大
人
た
ち
が
い
る
と
言
い

ま
す
。「
世
間
体
と
か
常
識
に
し
ば
ら
れ
、

子
ど
も
の
声
が
聴
こ
え
な
く
な
っ
て
や
し

な
い
か
」
と
の
問
い
か
け
は
、
私
の
心
に

重
く
響
き
ま
し
た
。
い
の
ち
の
大
切
さ
や

居
場
所
づ
く
り
の
必
要
性
を
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
一
冊
で
し
た
。　
　
（
木
原
）

▲坑口から運ばれてくる遺体のまわりには、
　 大勢の人が並びました。

居
場
所
の
ち
か
ら

生
き
て
い
る
だ
け
で
す
ご
い
ん
だ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
た
ま
り
ば

西
野　

博
之

教
育
史
料
出
版
会
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　葬儀に参列することはあっても、

執り行う側の経験は決して多くはな

いと思われます。悲しみの中、日常

生活とかけ離れた「葬儀」に誰もが

不安を感じるのではないでしょうか。

　大切な方の葬儀を任せて

良かったと思っていただけ

る様、ご遺族の立場に立っ

た対応を心掛けております。

（支配人　山下 信
し ん じ

治さん）

　ご家族様との出会いは

「ご縁」だと考えております。

　ご縁を大切にしながら、

ご親族を亡くしたばかりの

ご遺族の気持ちを思いやり、

心に残るお別れの

お手伝いをさせて

いただきたいと

思っております。

（篠原 功さん）

葬儀申込み時に、「嘉麻市社会福祉協議会の指定でお願いします」とお伝えください。
葬儀にかかる費用の一部について割引を受けることができます。
嘉麻市社会福祉協議会指定葬祭場は、かほ葬祭あじさい会館を含め、市内に８カ所あります。
善光会館　稲築会場・・・・・・・・・・・・・・・　☎ 83–5000　　　おかむら葬祭　岡村会館・・・・・・・・・・・　☎ 42–4420
飛鳥会館　南斎場・・・・・・・・・・・・・・・・・　☎ 42–4241　　　きど葬祭やまさ碓井斎場・・・・・・・・・・・　☎ 62–4499
ひさつね会館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　☎ 52–0758　　　いすや会館・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・　☎ 57–4444
セレモニーホールおおつか  ・・・・・・・・・　☎ 52–1212

　嘉麻市社会福祉協議会では、下記のとおり苦情解決第三者委員会、監査、理事会を開催しました。
第 5 回

苦情解決第三者委員会
開催日 平成 25 年 4 月 26 日（金）
内　容 苦情解決第三者委員の役割について  平成24年度 苦情受付実績報告 意見交換

監　　　　　査 開催日 平成 25 年 5 月 16 日（木）

第 42 回 理事会

開催日 平成 25 年 5 月 20 日（月）

内　容

【議案第 116 号】平成 24 年度事業報告及び収支決算について　　監査報告
【議案第 117 号】平成 25 年度第一次補正予算について
【議案第 118 号】評議員の補欠選任について
【議案第 119 号】定款の一部変更について
【議案第 120 号】運営規程の改正について
【議案第 121 号】車両購入契約の締結について
報告第 33 号　   指導監査の改善について

↑稲築

↓大隈

牛隈●
ドラッグ
ストア 山田→←碓井

←西郷

 ホーム●
センター

 牛隈
交通公園

かほ葬祭
あじさい会館

●●● ●●●
道の駅

国
道
21 1
号
線

かほ葬祭  あじさい会館 嘉麻市西郷 150-1
☎（0948）62-5566

色鮮やかな作品を展示しています ～ホール内水彩画展示のお知らせ～
　現在、山田ふれあいハウスのホールには、水彩画愛好会の方々の作品６点が展示されています。風

景画や色鮮やかな野菜など様々なものが描かれていますので、ぜひご来場下さい。
○展示期間　平成 25 年 8 月 30 日まで（また、9 月 1 日、平成 26 年 1月 6日

　　　　　　に展示作品の入れ替えを予定しています。）

○問い合わせ先　山田ふれあいハウス

　　　　　　　　（嘉麻市上山田 502 番地 6　TEL0948-52-1847）



寄
附
・
香
典
返
し

　

４
月
１
日
～
４
月
30
日
受
付
分

●
香
典
返
し

【
西
岩
崎
】

　
　

親
族　

加　

来　

久　

子　

様

　
　
　

故　

加　

来　

ト
モ
ヱ　

様

【
口
春
】

　
　

親
族　

土　

屋　

美
佐
子　

様

　
　
　

故　

土　

屋　

稀　

人　

様

【
山
野
第
二
】

　
　

親
族　

池　

田　
　
　

茂　

様

　
　
　

故　

池　

田　

紀　

雄　

様

【
平
第
一
】

　
　

親
族　

大　

山　

忠　

男　

様

　
　
　

故　

大　

山　

由
紀
子　

様

【
銭
代
坊
】

　
　

親
族　

田　

村　

信　

子　

様

　
　
　

故　

田　

村　

文　

子　

様

　
　

親
族　

川　

上　

洋　

子　

様

　
　
　

故　

川　

上　

義　

晴　

様

【
鴨
生
北
町
】

　
　

親
族　

甲　

斐　

正　

彦　

様

　
　
　

故　

甲　

斐　

善　

子　

様

【
笹
原
】

　
　

親
族　

澤　

田　

照　

久　

様

　
　
　

故　

西　

本　

照　

子　

様

【
天
神
】

　
　

親
族　

尾　

畑　

キ
ミ
子　

様

　
　
　

故　

尾　

畑　

和　

生　

様

【
大
橋
】

　
　

親
族　

大　

田　

浩
一
郎　

様

　
　
　

故　

大　

田　

美
智
子　

様

【
大
隈
】

　
　

親
族　

中　

島　

剛　

一　

様

　
　
　

故　

井　

上　

シ
ゲ
コ　

様

　
　

親
族　

武　

田　

敦　

子　

様

　
　
　

故　

武　

田　

光　

弘　

様

【
上
西
郷
】

　
　

親
族　

大　

谷　

知
登
士　

様

　
　
　

故　

大　

谷　

ミ
ト
シ　

様

【
下
牛
隈
】

　
　

親
族　

柿　

坂　
　
　

誠　

様

　
　
　

故　

柿　

坂　

久　

代　

様

【
椎
木
】

　
　

親
族　

永　

冨　

千　

里　

様

　
　
　

故　

瀧　

下　

エ
イ
子　

様

【
上
】

　
　

親
族　

籾　

井　

寿
恵
子　

様

　
　
　

故　

籾　

井　

政　

利　

様

【
一
般
寄
附
】　

　

嘉
穂
の
名
水
愛
好
者
一
同　
　

様

　

山
下
老
人
会　
　
　
　
　
　
　

様

【
子
育
て
リ
ユ
ー
ス
】

　

口
春　
　
　
　

安
部　

栄
子　

様

　

山
野
第
二　
　

井
上　

美
穂　

様

　

鴨
生
北
町　
　

服
部　

陽
子　

様

　

ゆ
う
ひ
が
丘　

馬
場
万
里
亜　

様

　

石
ヶ
崎　
　
　

渡
邉　
　

綾　

様

　

下
牛
隈　
　
　

吉
岡　

知
子　

様

　

宮
吉　
　
　
　

川
上　

秀
子　

様

　

飯
塚
市　
　
　

上
中　

奈
実　

様

　

飯
塚
市　
　
　

盛　
　

啓
子　

様

　

桂
川
町　
　
　

岡
本　

千
郷　

様

　

田
川
市　
　
　

小
松　

直
子　

様

【
ア
ル
ミ
缶
】

　

東
岩
崎　
　
　

松
岡　
　

光　

様

　

西
岩
崎　
　
　

匿　
　
　

名　

様

　

平
第
二　
　
　

匿　
　
　

名　

様

　

鴨
生
町　
　
　

福
澤　

和
代　

様

　

銭
代
坊　
　
　

匿　
　
　

名　

様

　

熊
本　
　
　
　

中
島　

政
美　

様

　

下
臼
井
東　
　

匿　
　
　

名　

様

　

神
幸　
　
　
　

樋
口　

朋
華　

様

　

下
宮　
　
　
　

三
好　

邦
央　

様

　

木
城　
　
　
　

野
田　

和
子　

様

　

中
央　
　
　
　

明
石　

睦
則　

様

　

ゆ
う
ひ
が
丘　

梶
原
久
美
子　

様

　

石
ヶ
崎　
　
　

渡
邉
美
千
代　

様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　

漆
生
中
央　
　

佐
伯　

澄
子　

様

　

山
野
第
二　
　

古
賀　

絹
江　

様

　

樋
渡　
　
　
　

藤
春
喜
代
士　

様

　

鴨
生
町　
　
　

福
澤　

和
代　

様

　

下
臼
井
東　
　

匿　
　
　

名　

様

　

熊
ヶ
畑
第
三　

福
岡　

重
人　

様　

　

下
宮　
　
　
　

三
好　

邦
央　

様

　

木
城　
　
　
　

栗
原　

伊
織　

様

　

木
城　
　
　
　

栗
原　

伊
吹　

様

　

木
城　
　
　
　

樋
口
え
り
子　

様

　

石
ヶ
崎　
　
　

桃
崎　

晃
大　

様

　

石
ヶ
崎　
　
　

桃
崎　

奏
大　

様

　

石
ヶ
崎　
　
　

渡
邉　

翔
輝　

様

　

東
馬
見
え
が
お
組　
　
　
　
　

様

　

夢
サ
イ
ト
か
ほ　
　
　
　
　
　

様

【
古
切
手
】

　

漆
生
中
央　
　

松
田　
　

茂　

様

　

山
野
第
二　
　

古
賀　

絹
江　

様

　

辻
中
篭　
　
　

永
水　

清
子　

様

　

山
下
老
人
会　
　
　
　
　
　
　

様

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
退
職
の
会
筑
豊
協
議
会

　
　

パ
ソ
コ
ン
教
室　
　
　
　
　

様

　

教
育
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
㈱　
　

様

【
使
用
済
テ
レ
カ
】

　

漆
生
中
央　
　

松
田　
　

茂　

様

　

山
下
老
人
会　
　
　
　
　
　
　

様

会
員
と
し
て
、
次
の
方
々
に
ご
加
入

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

　

４
月
１
日
～
４
月
30
日
受
付
分

〈
漆
生
中
央
〉
松
田
茂
（
二
口
）

〈
樋
渡
〉
大
谷
直
美

〈
平
第
二
〉
花
田
匡
哉
（
十
口
）

〈
枝
坂
〉
古
賀
義
之
（
五
口
）

〈
中
益
〉
三
浦
寿
美
代

〈
下
牛
隈
〉
匿
名

〈
東
馬
見
〉
山
口
節
子

〈
上
〉
平
田
幸
子

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
た
め

に
、
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

４
月
11
日
～
５
月
10
日
受
付
分

嘉
麻
市
美
術
協
会
交
流
展
実
行
委
員
会
様

み
な
さ
ま
の
善
意
、

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

法律相談
☞と　き：7 月 4 日（木）
　　　　 　13：00 ～ 16：00
☞ところ：山田ふれあいハウス

☞と　き：7 月 18 日（木）
　　　　 　13：00 ～ 16：00
☞ところ：稲築住民センター

心配ごと相談
☞と　き：7 月 10 日（水）
　　　　 　13：00 ～ 15：00
☞ところ：稲築住民センター

☞と　き：7 月 24 日（水）
　　　　 　13：00 ～ 15：00
☞ところ：稲築住民センター

9 「 え が お 」

7
　法律相談は予約が必要
です。先着順となってい
ますので、お早めにお申
し込みください。

嘉麻市社会福祉協議会
☎0948–42–0751

あ
な
た
の
会
費
が
、

社
協
の
地
域
活
動
を

支
え
て
い
ま
す

義
援
金
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す



10「 え が お 」

コ
ラ
ム

嘉
麻

市
社

協
だ

よ
り

「
え

が
お

」　
平

成
25

年
６

月
1

日
発

行

神奈川県横浜市在住
今井　邦彦 さん

（71 才）

岩崎出身

活
気
あ
る
町
へ

　
　
思
い
を
馳
せ
る

　
稲
築
高
校
卒
業
と
同
時
に
進
学
で

故
郷
を
離
れ
そ
し
て
就
職
、
早
や
半

世
紀
が
経
ち
ま
し
た
。

　
そ
の
間
に
町
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た

三
井
鉱
山
山
野
鉱
業
所
が
閉
山
、
町

は
す
っ
か
り
寂さ

び

れ
ま
し
た
ね
。
帰
省

の
度
に
感
じ
る
こ
と
で
す
。

　
嘉
麻
市
と
な
っ
て
も
私
の
実
家
の

周
辺
は
特
に
変
化
も
感
じ
ら
れ
ず
、

ま
た
稲
築
以
外
の
市
町
の
こ
と
は
殆

ど
知
ら
な
い
の
で
、
市
町
合
併
へ
の

関
心
も
低
か
っ
た
の
で
す
が
、
知
人

を
通
じ
て
旧
嘉
穂
町
の
二
つ
の
こ
と

を
知
る
機
会
を
得
て
、
最
近
は
他
の

地
域
の
こ
と
も
含
め
故
郷
と
意
識
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、「
寒
北
斗
酒
造
」
で
す
。

こ
の
地
元
で
も
評
判
の
日
本
酒
は
、
近

年
は
関
東
在
住
の
稲
高
卒
業
生
も
知

る
と
こ
ろ
と
な
り
、
東
京
の
同
窓
会

場
で
も
供
さ
れ
て
大
好
評
な
の
で
す
。

　
二
つ
目
は
「
フ
ル
ー
ツ
共
和
国
リ

ン
ゴ
村
」
で
す
。
九
州
で
美
味
な
リ

ン
ゴ
が
採
れ
る
と
い
う
の
は
私
に
は

新
鮮
な
驚
き
で
し
た
。
生
産
者
の
方
々

は
こ
こ
に
な
る
ま
で
ご
苦
労
も
多

か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
特
色
の
あ

る
農
業
と
し
て
注
目
に
値
す
る
取
り

組
み
で
す
ね
。

　
い
ず
れ
の
事
業
も
更
に
知
名
度
が

上
が
っ
て
、
益
々
商
売
繁
盛
さ
れ
ま

す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　
翻

ひ
る
が
え

っ
て
、
稲
築
に
は
こ
の
よ
う
な

元
気
印
の
企
業
や
特
色
あ
る
取
り
組

み
が
何
か
あ
っ
た
か
な
と
考
え
ま
す

と
、
炭
鉱
閉
山
以
来
こ
の
か
た
聞
こ

え
て
こ
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
昨
年
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
基
地
が
出

来
た
よ
う
で
す
ね
。
結
構
な
こ
と
で

す
が
、
売
電
だ
け
で
は
地
元
へ
の
還

元
は
限
ら
れ
ま
す
の
で
、
太
陽
光
発

電
や
風
力
発
電
基
地
は
大
い
に
推
進

す
る
一
方
で
、
売
電
だ
け
で
な
く
結

果
と
し
て
そ
の
電
力
を
地
元
で
利
用

す
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
　

　
例
え
ば
大
工
場
方
式
の
ブ
ラ
ン
ド

農
業
や
企
業
の
誘
致
等
に
よ
り
地
元

の
雇
用
機
会
を
増
や
し
、
ひ
い
て
は

定
住
人
口
増
に
も
繋
が
る
よ
う
な
取

り
組
み
で
、
町
に
活
気
を
取
り
戻
し

て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
そ
し
て
、
あ
の
三
井
鉱
山
堅
坑
跡

の
全
く
別
の
事
業
へ
の
再
利
用
で
地

域
へ
の
一
大
貢
献
が
出
来
な
い
か
な

と
、
夢
見
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
過
去
に
囚
わ
れ

な
い
種
々
の
斬
新
な
取
り
組
み
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う
活
気

あ
る
故
郷
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

ふ
る
さ
と
へ
の
手
紙

私
の
お
も
い
つ
き
一
言

テ
ー
マ
は
命
の
あ
り
が
た
さ

　

二
十
三
年
六
月
二
十
七
日
に
私
は

交
通
事
故
に
あ
い
、
飯
塚
病
院
に

救
急
車
に
て
、
そ
の
時
心
臓
が
悪
く

い
つ
死
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
と
言

わ
れ
七
月
十
九
日
に
大
手
術
八
時
～

二
十
三
時
約
十
一
時
間
弁
が
三
個
人

工
弁
で
す
。
今
は
大
分
元
気
に
な
り

命
の
あ
り
が
た
さ
が
身
に
し
み
ま
し

た
。
そ
の
時
、
自
分
が
お
も
い
つ
き

一
言
書
き
始
め
ま
し
た
。

一
、
命
を
神
様
よ
り
頂
き
、
一
日
で

　
　

も
長
生
き
せ
ね
ば

一
、
生
き
る
事
、
苦
し
い
時
あ
る
が

　
　

喜
び
あ
る

一
、
今
日
あ
っ
て
明
日
が
あ
る

一
、
病
気
し
て
元
気
の
時
の
あ
り
が

　
　

た
さ
が
よ
く
わ
か
る

一
、
自
分
の
身
体
は
自
分
で
守
る

一
、一
日
を
大
切
に
日
々
精
進

一
、
人
の
出
逢
い
に
あ
る

一
、
自
分
の
事
は
忘
れ
て
人
の
喜
び

　
　

思
う

一
、
苦
し
い
時
は
笑
顔
で
過
ご
し
た
い

一
、
自
分
の
心
と
付
き
合
っ
て
行
く

　
　

事
生
き
る
道

一
、
社
会
・
人
の
役
立
つ
こ
と
し
た
い

一
、
人
は
み
な
生
き
る
た
い
し
て
考

　
　

え
て
い
な
い

一
、
話
が
出
来
る
、
目
で
見
る
事
、

　
　

耳
で
聞
く
事
、
歩
け
る
事
に
あ

　
　

り
が
と
う

一
、
夢
を
持
つ
事

一
、
孫
が
私
の
活
力
源
・
活
力
剤
で

　
　

あ
る

一
、
命
あ
る
か
ぎ
り
生
き
て
い
こ
う

　
　

私
あ
と
一
年
で
八
〇
歳
で
す
。

　

な
に
事
に
て
前
向
き
前
向
き
感
謝

感
謝
で
す
。
主
人
は
じ
め
息
子
、
嫁

孫
に
あ
り
が
と
う
あ
り
が
と
う
。

　

友
達
が
朝
夕
の
食
事
を
作
っ
て
く

れ
た
本
当
に
心
か
ら
涙
が
出
る
ほ
ど

嬉
し
か
っ
た
。
恩
を
忘
れ
ず
に
が
ん

ば
る
。（

尾
浦
第
一　

松
岡　

恵
美
子
）

 ★ 編 集 後 記 ★

　編集後記を書いている本会職員の似顔絵も募集しています。

絵が得意な方、ぜひ、ご協力をお願いします。

No.88

　稲築志耕館高校のボランティアを考える授業
にお邪魔して、生徒のみなさんからボランティ
アに関する質問をたくさん受けました。一生懸
命考えている姿は、キラキラと輝いて見え、若

いっていいなぁ、戻りたい、、、としみじみ感じました。     （きはら）

　炭鉱の記憶では、山野炭鉱ガス爆発事故につ
いてのお話を聞かせていただき、坑内の惨状、
かけつけた人々の混乱の様子が頭に浮かびまし
た。改めて、忘れてはいけない日であると感じ
ました。　　　　　　　　　　　　  （みぞくち）

　今回、シリーズ「人」で古賀照雄さんを取材
しました。沖出古墳の歴史を語られるときの表
情はとても生き生きとしていました。
古賀さんの座右の銘は、「故

ふる

きを温
たず

ね新しきを知
る」だそうです。私も一つひとつ嘉麻市の歴史を勉強していきた
いと思いました。　　　　　　　　　　　　　　　　（たけがわ）

　広報紙を配布していると、「毎月、広報紙が
届くのを楽しみに待っているんですよ～。」と
笑顔で声をかけてくれた方がいました。その言
葉とその笑顔がすごく嬉しくて、心もほっこり
しました。　　　　　　　　　　　  （なかしま）

　今号から広報紙担当に加わることになりまし
た。「今月のえがお」の取材では、春らしい温
かな笑顔に出会うことができました。新しい出
会いを嬉しく思うとともに、ご協力いただいた

みなさんに深く感謝いたします。これから、読みやすく魅力ある
広報紙づくりを目標に、努めていきたいと思います。   （かわかみ）


